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〈学 会 報 告〉
※関西社会学第7回大会(5月27日於関西学院
大学)
「職業観からみた農民の社会的性格」
一 ある山村の一実例一
川 越 淳 二
牧 野 由 朗
※東京大学国語国文学会(it月4日於 東 京大
学)
「古今集仮名序の草稿本について」
久 曽 神 昇
※日本人類学会 ・日本民族学協会第11回連合大
会C11月5日於天理大学)
「西アフリカ農耕民における土地慣習にっい
て」
村 武 精 一
ぐ現 地 調 査〉
(A)地方都市居住者の社会的地位とパーソナ リテ
ィの特徴に関する研究
川越所員が日本社会学会SSM調 査委員会
より委嘱されたSSM調 査自由課題研究の一
環である。 本研究は豊橋市において約600名
に及ぶ調査対象を抽出し,昭和31年度及び昭
和32年度にわたつて調査を行 うが,こ れには
牧野研究員が共同研究者として企画に参加 し,
外調査員延約40名が参加する。その成果は逐
次研究所紀要に発表する。
(B)門徒村とそのパーソナ リティ研究
島本所員,村 武 ・牧野両研究員,本 多調査
員は,一昨年の第一回現地調査の基礎資料に
もとついて,引 続き渥美郡田原町波瀬部落に
おいて社会構造,生 活慣行にっいての深層的
調査研究を行 う。8月20日～同25日。
(C)豊橋市郊外における考占学的調査研究
横山所員外調査員若干名は,7月13日より
一週間,梅田川流域における窯跡 踏 査 を 行
う。又8月 ～10月までの間,天 伯原丘陵地の
遺跡について調査研究を行い,外 側溝を有す
る竪穴住居趾その他を発見した。
「D)東三地方の文学遺跡に関する調査研究
久曽神所員は下記のように文学遺跡に関す
る調査研究を行 う。
蒲郡市の郷土史研究(4月),豊川市国府町
の国司屋敷跡(4月),宝飯郡御油町の万葉遺
跡(7月),蒲郡市の文学遺跡(7月),御油町
及び蒲郡市の万葉遺跡(8月)等々。
ぐ海 外留 学及び研究旅行〉
松葉所員はロックフェラー財団の招きで,
国際政治及び国際法の研究のため,1957年3
月より1958年4月まで海外留学をする。米国
スタンホー ド大学研究所に春学期,コ ロンビ
ヤ大学極東研究所に秋学期留学し,その後ロ
ンドン ・パ リー ・ゼネパ ・ローマ各大学等研
究旅行を行い明年4月 帰国の予定。
《会 護》
6月7日,第1回 運営委員会(横 山,久 曽神 ・
川越,島 本,村 武)。 実行予算の検討,調 査
研究の運営方法,開 学10周年記念特輯号とし
ての紀要発行案,研 究所規約の諸件。
6月28日,第2回運営委員会(横 山,久 曽神,
川越,島 本,村 武)。 調査研究費の件,人 事
に関する件,研 究所規約の諸件。
1月30日第3回 運営委員会(横 山,久 曽神,川
越,島 本,牧 野)。 紀要第3輯 特輯号の件,
人事に関する伴,来 年度予算及び運営計画に
関する件。
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